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三
椏
は
枝
が
三
つ
に
分
か
れ
、
そ
の
枝
ご
と
に
一
団
の
蕾

を
つ
け
る
。
樹
皮
は
和
紙
の
材
料
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

　

歌
は
「
淡
き
み
ど
り
の
」
と
花
芽
を
印
象
的
に
表
す
。
ま

た
続
く
部
分
、
雪
が
「
降
る
」
の
で
は
な
く
、
花
芽
に
「
く

だ
る
」
と
表
さ
れ
る
。
こ
こ
に
な
に
が
し
か
の
作
者
の
気
息

の
よ
う
な
も
の
を
私
は
感
じ
る
。
昭
和
37
年
、
柊
二
が
給
料

生
活
者
で
あ
る
こ
と
を
退
い
て
二
年
経
っ
た
頃
の
歌
。
当
時

の
心
境
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ち
な
み
に
『
藤
棚
の
下
の
小
室
』
は
私
が
初
め
て
購
入
し

た
歌
集
で
、
思
い
出
も
こ
も
る
。 

（
米
田
靖
子
）

◆
宮
柊
二
カ
レ
ン
ダ
ー
（
59
）
二
月
の
歌

あ
し
た
よ
り
二
月
の
雪
は
三
椏
の
淡
き
み
ど
り
の
花

芽
に
く
だ
る 

歌
集
『
藤
棚
の
下
の
小
室
』


